[image: image1.wmf]　「2007年度の子供の暴力件数は、小学校で約５万３千件で過去最高となり、小学校で37％、中学校で20％も増えました。（文科省調査）」新聞都教組1/15 25日より抜粋。
　学校現場が多忙化し、不況、賃金格差、派遣切り、世の中の不安定さが生活危機を広げ深めさせ、そのまま子ども達の世界へ。
　だからこそ、「今願うこと、できること何か！」をみんなで具体化することが必要なのですね。「豊かな学びで、子ども達に 確かな学力と 豊かな人間性を！」



　特別支援教育部と西教研共催の第４回実践講座が、１月３０日（金）羽村市生涯学習センター「ゆとろぎ」で行われました。参加者は２３名でした。
　今回は、秋の教研集会・特別支援教育分科会の第２弾ということで、各学級の中にいる特別な支援を必要としている子の実態やその対応など事例報告をもとに進められました。課題を抱える一人ひとりの児童の実態に合った教育環境づくりのためにどんな取り組みがあるのか！また、必要なのか！について交流しました。

[image: image2.wmf]　事例報告では、アスペルガー症候群と診断された児童が紹介されました。

　学習面ではとても優れているが、興味の赴くままに突然思い立っては即行動へ！担任は、「どこに行くのか？次にどうなるのか？」安全を確保することさえ難しいということ。また、自分の要求が満たされないと、もうパニック。パニックになった時には、暴言暴力の嵐となり、担任だけでは到底抑えきれない状態となる。そして、失敗を繰り返すなかで、「あっ、またやってしまった！」と自分を責め続けることも。かといって、やりたいことをやらせてしまうと他の子たちも「やりたい！」となってしまう。他の子たちが不満を持ちはしないかと担任にとっては大きな悩みでした。ともかく、失敗しても叱らず、できたこと、頑張ったことを褒める。担任のそうしたやり取りが周りの子ども達に知らず知らずのうちに伝わったのか、子供たちも「こうするとパニックになりそう」と、上手に付き合ってくれるようになったというのです。みんなの迷惑、あの子は悪い子!とせずに、その子も同じ仲間として先生と一緒のクラスの子ども達も受け入れてくれたのです。担任の「褒めて褒めて育てる」、その願いが周りの子ども達をも一緒に育てていたのです。支援が必要な子がいるからこそ、みんなで学べることなのですね。とはいえ、担任は大変なことだったはずです。
　厳しく接することで、子どもはおとなしくなる！指導が甘い！という声もあります。その子の父親も、もっと厳しく指導し、「みんなと一緒に、同じようにして欲しい！」と担任に強く要求したそうです。こうなってくると、もう担任ひとりだけでは到底対応できるものではありません。しかも、毎年学年が進級するだけに、その時だけの対応ではなく、学校は、一人ひとりの子にとってどういう学校生活を送らせることができるのか、そのための教育環境づくりに責任があるはずです。
　そのために必要なのは、関われる「人」です。それも専門の知識と実践力のある人です。どの子も邪魔にされず、お客さん扱いされなくて済む、安心して学校生活が送れるための人のネットワークづくりが急務です。
[image: image3.wmf]　そして、話し合いの中で挙げられたのが、子どもの対応と合わせ、大変な思いをしながら育ててきた保護者とどう寄り添うことができるか・・ということです。親自身も我が子を育てる中で、大きな不安に怯えながら育ててきたはず、素直な気持ちで我が子を見守ることも、願いも持てずにきたのではないかと想像できるのです。それだけに固くしている心をほぐしてやることが、目の前の我が子と向き合うためにも、とても大事なことではないかということなのです。担任がいくら丁寧に接しても、保護者にとっては素直に話を受け取れないことが多い。そういった心の壁を崩すためにも、世間話ができるようなホッ！とできるような関係作りが必要だというのです。
そのための保護者とかかわれる人や窓口が学校には必要ではないかということです。できれば、学校とは別の場で子どもの目を気にせずに安心して行けるような場があれば・・・。保護者が我が子の姿を素直な心で受け止めることで、もっと子供の成長を願い、その子に適した教育環境づくりにつながることができる・・・等々と話し合われました。
しかし、今の教育行政はこの課題に応えているのか！学校は、どこに向かっているのか！現場の要求とは反した大きな力があります。心理相談員、親と子の相談・・等々、多様な課題や困難を抱えた子たち、保護者、先生も含めて安心できる関係づくりが、今 学校現場では急務であることが共通理解できた実践講座でした。
　各市で進められている巡回相談員や支援組織、そして、各校でのコーディネーターを中心にした支援体制づくりが、より一人ひとりの児童の実態により応えられる体制作りへと具体的に向かうこと。そして、その願いを私達の要求へと進めることが急務であることがより明らかになってきました。
　　　みんなの声を、願いを、・・・形に！！

参加者の声・・・・・！
◎自分のクラスに支援（病気）の必要な子がいて、初めて知ることが多いです。コーディネーターの先生が道筋をつけてくださったり、管理職をはじめ、学年職場の支えがあったりで、やっていけるのだと思います。いろいろな切り口でA君と付き合っている先生のお話に頷けるところがたくさんありました。

[image: image4.wmf]◎学級で支援を必要とする児童がたくさんいる。どうしたらいいのか！担任の支援が必要な時ですね。

◎事例や他地区の取組やシステムのお話が聞けて参考になりました。
◎まず、それぞれの思いや実態を知ることがとても大事であると思いました。個々の大変さをそれぞれバラバラにせず、やっぱり知ることで、次への大きな力になっていくのだと思います。

◎みんな同じようなことで困っている（先生は数倍もご苦労なさっているけど・・）
　その中で、様々な工夫をしてらっしゃること

　市へ要望できることも、たくさんあること

　援助してもらえる施策も、まだまだあること・・等が、色々わかって良かったです。
　
第４回実践講座を受けて、第５回実践講座の開催を養護教員部と西教研共催で企

画しました。秋の教研集会から続く第３弾となりますが、それだけに各校において今大きな課題となってきているということです。保健室から見える特別な支援を要する子ども達について、また担任の想いをみんなの力に！取り組みに！とつなげたいです。学年末の忙しい時期ですが、よろしくお願い致します。

養護教員部・西教研共催

日 時　　2009　2月21日（土）aｍ10:00～12:00

会 場　　羽村市生涯学習センター「ゆとろぎ」　　       
内 容  ≪困った子は困っている子、困った親は困っている親≫
　　　　　　～ その理解 と 連携のために ～
講師　澤井 春乃氏（NPO法人「かけはし」発達援助コ―ディネーター）

　



西多摩の教育実践を広げよう


西多摩の教育


2009.2 /１０　　（火）
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　教室に座っていられない。教室から飛び出す。パニックを起こす。指導が入っていかない。等々。課題を抱え、支援を必要としている子ども達が増えています。


　アスペルガー症候群、自閉症、広汎性発達障害、LD、ADHD・・・と様々な診断名がついてもつかなくても、困っている子ども達です。


　親に話しても、なかなか分かってもらえない。つながっていかない。クラスでも保健室でも、どうしようと悩みながら、過ごす日々です。そうした中で、NPO法人「かけはし」を立ち上げ、まさにかけ橋の如く保育園や学校をまわり、親子にかかわりながら活動をしている澤井春乃氏。お話を聞き、私達の悩みや取り組みを交流しながら、共に学び合いましょう。沢山の方の参加をお待ちしています。








